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第　3　4　9　号

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡
水　巻　町　発　行

児 の た め に 可 か ・・… ・
ｌ■ｌ　＝＝

川　島　さ　ん

江　藤　さ　ん
がプレゼント。－0　園児たち大喜び

1月8日、古賀の第3保育所に古電柱を利　　　で、「これで子どもたちがのびのびと遊んで

用した遊具（イヌ、ゾウ、機関車の3つ）が　　　くれれば幸いです」と江藤夫婦。・

できました

これは、 ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちは突然できた新しい遊具の完成黄の川島さんと鯉口の江藤さん　　　に大再びでした。

夫婦が正月休みを返上して作り上げたもの

町の人口

．（50年12月末現在）

世帯数　7，179
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財　産　収　入

8，338万1千円

分担金及び負担金

1億1，815万3千円

公　債　費

労　働　費
議　会　費

消　防　費
農林水産業費

渚　支　出　金

鞄　工　費

Ⅴ　志窓

′へ

県支出金
使用料及び手数料
繰　越　金
自動車取得税交付金
自動車重畳譲与税
交通安全対策特別交付金

国庫支出金
10億1，255万8千円

歳　入

38億8，563万

地方交付税
7億8，923万9千円

諸　収　入
7億813万1千円

1億2，184万6千円
8，062万3千円
7．614万8千円
7，520万1千円
2，2637ブ6千円
1，7977Ｊ2千円

811万9千円

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
は
、

歳
入
三
十
八
億
八
千
五
百
六
十
三
万
七

千
円
で
、
予
算
現
額
に
対
す
る
比
率
九

〇
・
九
㌫
、
歳
出
三
十
七
億
九
千
百
四

十
七
万
円
で
、
予
算
現
額
に
対
す
る
比

率
八
八
・
六
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
差

引
き
残
額
は
九
千
四
百
十
六
万
七
千
円

石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
政
府
の
総
需
要
抑
制
策
は
前
年
に
引
き
続
き
、

地
方
自
治
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
も
財
政
危
機
の
中
で
、
改
良
住
宅
建
設
、
義
務
教
育
施
設
の

整
備
事
業
、
鉱
害
復
旧
事
業
な
ど
の
実
施
に
努
め
ま
し
た
。

こ
こ
に
昭
和
四
十
九
年
度
の
歳
入
歳
出
の
財
政
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

そ　の　他

ｌ　　・衛生聯費　2．4朗万8千円
費　　　832万4千円
費　2．282万5千円

捕掃総務費
1億2，181万7千円

ｒ＼「・ｌ Ｕ
ミｌ、、

社会福祉費
1億5．585万9千円

、ｉ　国民年金事務費
1，165万2千円

老人′罷社費
6，425万1千円

焦青函費
5，細万円

も！

民生　費
3億5，218万9千円

総務費

3億8，136万2千円
総務管理費2億5，373万2千円
徴　税　‾費　　5、550万8丁・門

歳　出

37億9，147万円

4億4，110万7千円

吉田小学授プール2，487万円
家屋等災害復旧費
1倍4，515万9千円

土　木　費

13億127万9千円

高杉ト主狛丑地Ｌえ
改良住宅建設費10億3，鋤ガ5千日
通撒橋梁費　1億9，542万7千円
河　川　費　　　2、501万6千円
都市計画賓　　　　7（Ｍ万1千円

教　育　費

7億3，476万5千円

伊佐座小学校建設費　1億5，571万2丁一日
猪熊小学校講堂建設費　　6．馳0万6千日
水巻南中学櫻改築工事　　6，075万3千円

昭
和
4
9
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

で
す
が
、
事
業
繰
越
分
九
千
二
百
六
十

五
万
二
千
円
を
差
し
引
く
と
、
実
質
の

翌
年
度
に
繰
越
さ
れ
た
顎
は
、
百
五
十

一
万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
飽
和
四
十
九
年
度
に
お
い
て
′
　
た
が
、
昭
和
五
十
年
度
に
つ
い
て
は
、

は
、
不
動
産
処
分
、
地
方
交
付
税
の
再
　
地
方
交
付
税
の
延
び
が
鈍
化
し
、
福
祉

算
定
に
よ
る
増
収
な
ど
で
、
赤
字
を
出
　
行
政
な
ど
経
常
費
の
伸
び
が
著
し
い
の

さ
ず
に
決
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
Ｌ
　
で
赤
字
決
算
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
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物
件
費
の
値
上
り

有
収
率
の
低
下
で

収
益
的
収
支

収
　
入

支
　
出

深
刻
な
事
態
に

一
億
五
千
三
百
三
十
万
七
千
円

一
億
五
千
四
百
九
十
三
万
九
千
円

資
本
的
収
支

収
　
入
　
　
四
千
十
二
万
九
千
円

支
　
出
　
　
五
千
七
十
六
万
二
千
円

昭
和
四
十
九
年
度
に

お
け
る
本
町
の
水
道
事

業
会
計
は
上
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
な
ど
し
て
、
水

道
事
業
の
再
建
に
つ
と

め
た
の
で
す
が
、
物
件
費
の
異
常
な
値

上
り
、
有
収
率
の
低
下
、
人
件
費
の
ア

ッ
プ
、
支
払
利
息
の
増
額
な
ど
に
よ
っ

て
、
大
幅
な
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。水

道
料
金
の
収
入
と
水
を
員
う
た
め

の
支
出
で
あ
る
収
益
的
収
支
で
、
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
一
千
五
百
万
円
を

受
け
入
れ
て
も
、
な
お
、
百
六
十
三
万

一
千
円
の
純
損
失
と
な
り
、
ま
た
、
配

送
水
管
等
設
備
費
や
改
良
費
の
資
本
的

収
支
で
も
七
百
八
十
三
万
三
千
円
の
実

質
赤
字
で
、
合
計
九
百
四
十
六
万
四
千

円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
繰
越
欠
損
金
な
ど
の
累
積
赤

字
が
五
千
三
十
二
万
四
千
円
と
な
り
、

今
後
の
北
九
州
市
及
び
中
間
市
の
原
水

購
入
費
の
増
額
に
よ
っ
て
は
、
更
に
憂

慮
す
べ
き
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。町

は
水
道
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ

て
、
更
に
独
立
採
算
制
の
公
営
企
業
の

趣
旨
に
徹
底
す
る
な
ど
、
水
道
事
業
健

全
化
の
た
め
に
一
層
の
努
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

歳
入

二
億
一
千
五
百
五
十
六
万
二
千
円

歳
出

二
億
一
千
五
百
四
十
八
万
七
千
円

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金

と
保
険
税
で
二
億
九
百
四
万
一
千
円
と

な
り
全
体
の
九
七
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。歳

出
は
、
医
療
費
の
値
上
り
の
た

め
、
保
険
給
付
費
が
前
年
度
に
比
べ
、

五
千
七
十
八
万
七
千
円
、
三
六
・
五
㌫

の
支
出
増
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字
補

て
ん
の
た
め
二
百
二
十
万
円
を
基
金
会

計
か
ら
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
て
い
ま

す
。

広ｊ野（3）

有収率は前年度83．6％、本年度81．4％で2．2％の減少とな

っている

年度別比較表

区 分 年 度 ｌ 49
48 比　　 較

人　　　　　 口　　　 24，350人 23，960人 390人

給　 水　 人　 口 23，954人 23，568人 386人

給　 水　 件　 数　　　　 6，943件 5，136件 1，807件

年 間総酉己水量 2，209，198〝ヂ2，153，927〝Ｐ 55，271〝タ

内　 申　 闇　 市 1 412，5111が 364，414〝タ 48，097〝ヂ

訳 北 九 州市 ｉｌ，796，687が

－ 一 斗

1，789，513〝ヂ 7，174〝ヂ

有 収 水 堅」 1・798・119が 1，800，683Ｉが △ 2，564〝ヂ

有　　 収　　 率．ｉ　 81・4％ 83．6％】△　 2・2％

※昭和49年度における給水件数の大帝増は日炭水道の移管

によって親メーターを各戸メーターに切替えたためのも

のである。

、　1　…　－1　－　、－　　　　－

水道の中止・紺姑の届出

印鑑は必ず持参してください

町内に転入されたかた、また、転出されるかたは、必ず役場

水道課に、水道の開始または中止の届出をされるようお願いし

ます。

なお、この届けをされるときには必ず印鑑を持参ください。

また、中止の届けをされるかたについては、最後に支払われ

た領収事も持参ください。

農
作
物
共
済
勘
定

歳
入
　
七
十
八
万
六
千
円
一

歳
出
　
二
十
八
万
四
千
日

家
畜
共
済
勘
定

歳
入
一
千
八
百
六
十
円

歳
出
一
千
八
百
六
十
円

業
務
勘
定

歳
入
　
四
百
四
十
四
万
一
千
円

歳
出
　
四
百
三
十
九
万
六
千
円

主
に
県
補
助
金
・
共
済
掛
金
な
ど
の

収
入
で
事
業
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
業
務
費
に
つ
い
て
は
一
般
会

計
か
ら
二
百
五
十
万
円
を
繰
り
入
れ
て

運
営
し
て
ノ
4
、
．
要
言

ヽ
、

、

ｉ

ヽ

保
育
園
児

の
．
募
　
集

町
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
、

町
内
保
育
園
の
入
園
児
を
次
の
と

お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

◇
保
育
所
名
・
所
在
地
・
定
員

・
水
巻
町
立
第
一
保
育
園
、
頃

末
、
七
十
名

・
水
巻
町
立
第
二
保
育
園
、
吉

．
田
、
七
十
名

・
水
巻
町
立
第
三
保
育
園
、
古

賀
区
、
九
十
名

・
水
巻
み
な
み
保
育
園
、
二
、

六
十
名

・
水
巻
北
保
育
園
、
猪
熊
、
九

十
名

◇
申
し
込
み
の
方
法

入
所
申
請
書
一
通
（
役
場
老

人
児
童
課
に
用
意
し
て
い
ま
す

）
と
、
給
与
証
明
書
、
ま
た
収

入
申
告
書
、
理
由
申
立
書
を
そ

ろ
え
、
役
場
老
人
児
童
課
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
〔
郵
送
で

の
受
付
け
は
し
．
ま
せ
ん
。
）

◇
申
し
込
み
受
付
期
間

2

月

2

Ｒ

7

2

月

1

6

日

平
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

土
曜
日
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

ｋ

ｌ

一

書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い

と
受
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か

ら
な
い
こ
上
は
、
申
背
恩
叫
叡
受

け
取
ら
れ
る
と
き
に
係
員
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。



住
民
に
広
が
る
た
す
け
あ
い
の
心

某
悲
某
滞
港
藩
範

善
意
の
募
金
・
百
十
ｌ
万
六
千
三
百
二
円
集
る
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昭
和
五
十
年
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
の
募
金
は
、
百
十
一
万
六
千

三
百
二
円
集
り
ま
し
た
。

集
っ
た
お
金
は
、
住
民
の
福
祉
事
業

資
金
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ

の
事
業
推
進
計
画
を
た
て
、
共
同
募
金

会
の
審
議
を
へ
て
、
児
童
遊
園
地
の
遊

二

百

四

十

九

人

の

胸

に

赤
い
羽
二
根
の
バ
　
ッ
　
ジ

赤
い
羽
根
と
は
別
に
、
一
個
三
百

円
の
バ
ッ
ジ
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
つ

け
て
い
た
だ
こ
う
と
購
入
し
て
い
ま

し
た
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
二
百
四

十
九
個
が
売
れ
、
七
万
四
千
七
百
円

が
集
り
ま
し
た
。

．、冊朝日膵

具
、
敬
老
の
日
の
記

念
タ
オ
ル
、
ま
だ
地

域
の
環
境
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。

募
金
額
の
内
訳

〇
一
世
帯
平
均
百
四

十
円
の
募
金

募
金
別
に
見
る

と
、
戸
別
募
金
が

八
十
九
万
二
千
六

百
二
円
と
な
り
、

一
世
帯
百
四
十
円

を
募
金
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
各
事
業
所
か
ら
の

募
金各

事
業
所
に
特

別
に
お
頗
い
し
て

い
る
法
人
募
金

（
大
口
）
で
は
、

十
四
万
九
千
円

（
三
十
八
社
）
が

集
り
ま
し
た
。

画寄付者ご芳名

（紙面の都合上高額寄付をされた方だけ掲載させていただきます）

日金額ｌ氏名又は団体名氏名又は団体名

遠　賀　製　畳　㈱

㈱　城戸工作所

菊　竹　鋼　器　㈱

日本地所窪設㈱

日本ベントナイト工業㈱

オリエンタルメタル
九州支店

高　松　産　業　㈱

ニッ　タン商事㈱

桂　材　木　店

水　巻　医　師　会

遠賀信用　金庫

悔いの残らない人生に

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
。

一
月
十
五
日
成
人
の
日
に
水
巻
町
で

も
、
町
民
会
館
ホ
ー
ル
に
新
成
人
を
迎

え
、
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
水
巻
町
内
の
成
人
該
当
者
は

四
百
二
十
九
名
で
、
こ
の
う
ち
約
半
数

が
い
ろ
ん
な
理
由
で
式
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
町
か
ら
は
全
員
に
記

念
品
を
賠
り
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

式
上
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
人
生

の
諸
先
輩
の
お
祝
い
と
は
げ
ま
し
の
こ

と
ば
に
対
し
て
、
猪
熊
の
小
用
剛
君
が

新
成
人
を
代
表
し
、
「
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
責
任
を
持
ち
、
自

分
の
歩
い
て
ゆ
く
道
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
決
し
て
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
人

生
を
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
力
強
く
、
成
人
と
な
っ
た
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
の
後
、
福
岡
大
学
の
徳
永

至
教
授
の
「
人
と
人
間
」
の
記
念
講
演

が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
成
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
慎
重
に
踏
み
出
す
た
め
に
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ね
た
き
り
老
人
‥
心
身
障
害
者
ら
に

集
っ
た
義
援
金
は
、
次
の
と
お
り

贈
り
ま
し
た
。

あ
な
　
た

の
善
意

三
十
三
万
五
千
五
百
円
を
贈
る

水
巻
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
昨
年
の
十

一
月
二
十
日
か
ら
十
二

月
二
十
日
ま
で
実
施
し

た
歳
末
た
す
け
あ
い
義

援
金
で
、
三
十
三
万
五

千
五
百
円
が
集
り
ま
し

た
。こ

の
お
金
は
、
共
同

募
金
会
で
話
し
合
い
家

庭
的
に
恵
ま
れ
な
い
、

寝
た
き
り
老
人
、
重
度

心
身
障
害
者
、
遺
児
福

祉
施
設
入
所
者
な
ど

，
に
、
歳
末
の
お
見
舞
と

し
て
贈
り
ま
し
た
。

．

1

’

．
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

○
町
内
の
這
児
　
2
5
、

〇
心
身
障
害
者
　
5
7
、

〇
ね
た
き
り
老
人
4
3
、

〇
遠
賀
静
光
園
　
2
2
、

〇
恵
の
家
、
母
の
家3

0
、

〇
水
巻
町
母
子
寮
2
8
、

〇
児
童
施
設
（
8
ヶ
所
）

1
6
、

5

0

0

円

0

0

0

円

5

0

0

円

5

0

0

円

0

0

0

円

0

0

0

円

5

0

0

円

○
結
核
療
養
施
設
6
ヶ
所
ｒ
．
＼
、
．

（
長
期
入
院
者
）
3
4
、
5
0
0
円

○
そ
の
他
の
施
設
9
ヶ
所

ヽ
▲
ｔ

ｌ
　
　
　
　
、

（

7

8

、

0

0

0

円

劃

1
、
、
、
、
－
1
、
．
、
．
．
－
－
、
、
、
、
、
－
山
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訓
練
　
の
　
成
果
　
を
　
ひ

団
員
の
功
績
に

対
し
て
表
彰
、

一
月
十
一
日
、
岡
垣
中
学
校
校
庭
に

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
遠
賀
郡
四
町
合

同
出
ぞ
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
町
が
合
同
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て

今
年
で
三
回
目
。

こ
の
日
は
郡
四
町
の
消
防
団
員
に
郡

の
消
防
署
員
が
加
わ
り
、
小
隊
訓
練
や

一

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
上
で
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
か
た

に
対
し
て
次
の
と
お
り
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

川
島
　
　
弘
　
　
副
団
長

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
　
篠
原
信
幸
（
2
5
年
）
、

永
沢
信
夫
（
2
0
年
）
、
白
石
勝
教
（
2
0

年
）
、
渡
辺
敏
美
（
即
年
）
、
森
田
高

敏
（
1
5
年
）
、
豊
沢
麟
児
（
1
0
年
）
、

宮
崎
秋
生
（
1
0
年
）
、
安
永
安
夫
（
1
0

年
）優

良
団
員
　
安
田
良
治
、
野
中
輝
雄

黒
河
晃
、
山
内
重
之

親
子
団
員
　
石
塚
定
雄
（
親
）
、
石

塚
博
昭
（
子
）
、
川
島
弘
（
親
）
、
川

島
健
司
（
子
）
、
川
島
幸
治
（
子
）

功
労
者
　
江
崎
伝
一
郎
、
鳥
越
勇
吉

入
江
敏
明
、
加
納
弘

福
岡
県
民
火
災
共
済

理
事
長
表
彰

水
巻
町
消
防
団
第
四
分
団

消
防
協
会

遠
賀
支
部
長
表
彰

佐
藤
直
美
、
武
尾
友
治

消
防
団
長
表
彰

梯
和
利
、
有
光
国
憲
、
渡
辺
春
信
．

石
塚
啓
二
、
卯
辰
和
博
、
下
山
泰
彦
、

梶
山
和
男
、
河
辺
洋
一
、
清
水
義
夫
、

粟
屋
鉄
之

町
営

入

＝ヒ

ロ田
ｌ．一　店
地

内
五：堂曇，膏
芋毒筆

店
舗募

集

姦垂
に
あ
る

店
舗
の
入
店
希
望
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
区
画
一
区
画
3
3
平
方
㍍

◇
家
賃
　
月
額

七
千
九
百
二
十
円

一

◇
受
付
期
間

◇
受
付
場
所

2

月

2

日

～

2

月

7

［

ロ

役
場
住
宅
課

◇
申
込
資
格
者

・
水
巻
町
内
に
居
住
す
る
個
人

・
営
業
計
画
が
あ
り
、
か
つ
資

金
計
画
の
あ
る
者

◇
入
店
者
の
決
定

現
入
店
者
と
競
合
し
な
い
業

種
を
選
び
町
長
が
決
定
す
る
。

◇
現
在
あ
る
主
な
業
種
は
次
の
と

お
り
で
す
。

青
果
店
、
精
肉
店
、
菓
子
店

諸
式
店
、
鮮
魚
店
、
飲
食
店

譲渡所得申告の説明会

町では、特別に税務署と共同して、昭和50年中に土地や建物などを売られたか

たのために、税金の計算についての説明会を次のとおり開きます。

○とき　2月26日　9時30分から　　　○ところ　水巻町町民会館ホドル

○講師　若松税務署調査官

なお、このとき次の書類を持参していただくと、わかりやすく便利です。

○売買契約書・○測量費または仲介手数料などの領収書

また、一般の売買の他に収用、交換なども譲渡所得の対象となる場合がありま

すので、該当されるかたは遠慮なくご相談ください。

暖房器具の火災予防

い
や
串
重
野

暖房器具からの出火は、そのほとんどが取

扱い上の不注意によるものです。

暖房器具による火災が増えています。－そこ

で次のポイントにしたがって安全に取扱いを

いたしましょう。

石油ストーブ

（1）石油ストーブは、対震自動消火装置のつ

1　　いたものを使用しましょう。

ｌ（2）ふすま、、カーテンなど燃えやすいものの

、＼1そば甲、使わないようにしましょう0

（3）出入口や通路となる場所では使用しな

い。
Ｉ

ｌ（4）こわれでＰ召ものは、完全に修理してか

、ｌ、　ら使う。

建）ときどき器具の手入れや点検をする。

．（6）火をつけたままの持ち運びや給油はしな

い。

1号）ストーブの上や、近くに洗たくものを干

さない。

アンカ・コタツ電気ストーブ・

（1）使い終わったらスイッチを切り、コンセ

ン、トから差し込みを抜く。

（2）コンセントやプラグのゆるんでいるもの

は完全に締め、コードのいたんでいるも

えて使う。

は正規の「温度ヒューズ」を使

讐のは

（3）ヒュ

用する。

ヽ．・ヽ
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建
物
を
建
て
る
と
き
は
‥
…
・

建
築
確
認
申
請
書
の
前
に

許

　

可

　

申

　

請

　

書

　

を

都
市
計
画
道
路
が
一
月
六
日
付
け
で

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
．
昨
年
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
町
内
各
地
区
で
説

明
会
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の

計
画
道
路
予
定
地
内
に
建
築
物
を
建
築

し
ま
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
謹

築
確
認
申
請
書
を
土
木
事
務
所
に
提
出

す
れ
ば
謹
築
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出
す
る
前

に
、
別
に
許
可
申
請
書
を
提
出
（
市
部

村
役
場
を
経
由
）
し
て
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
許
可
の
対
象
と
な
る
建
築
物

は
、
木
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

造
、
鉄
骨
道
の
二
階
以
下
の
も
の
で
、

将
来
、
道
路
を
造
る
と
き
に
容
易
に
除

去
、
移
転
な
ど
が
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
建
設
課
都
市

計
画
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
土
調
査

5

1

年

4

月

か

ら
吉
田
地
区

町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
五
ケ

年
計
画
で
、
猪
熊
地
区
か
ら
国
土
訝
査

（
地
籍
調
査
）
車
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
吉

田
地
区
（
大
字
吉
田
お
よ
び
一
部
大
字

下
二
字
長
割
、
上
井
地
）
の
国
土
調
査

を
始
め
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
台

帳
や
字
図
を
正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
新

し
い
土
地
台
帳
や
字
図
を
作
り
、
土
地

の
正
し
い
位
置
、
形
、
地
番
、
地
目
、

面
積
を
明
ら
か
に
し
て
、
皆
さ
ん
の
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
土
地
改
良
事
業

や
建
設
事
業
計
画
に
利
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
か
た
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
つ
い
て
不
審
な
点
が

あ
れ
ば
、
役
場
産
業
課
国
土
調
査
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

これｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＨｌｌｌＨｌｌｌＩｔｌｌｌＨｌｌｌｌＨｌｌｌＨｌｌｌＨｌｌｌＨＨＨｌｌｌｌＨｌｌｌｌＨｌｌ

お　　　礼　、…
ｌ　　＝

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

癖
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

下
　
二

机猪
　
熊

古
賀
区

頃
　
末

八
幡
西
区
浅
川

故
本
木
　
季
人
殿

故
小
田
　
ト
キ
殿

故
三
宅
一
暢
殿

故
宇
高
日
出
男
殿

故
中
村
　
シ
ケ
殿

故
江
口
　
正
義
殿

本
木
　
茂
栄
殿

小
田
　
　
半
殿

三
宅
美
恵
子
殿

宇
高
タ
ツ
ヨ
殿

上
村
ツ
タ
ヱ
殿

江
ロ
マ
サ
子
殿

ｌｌｌｌｌｌｌＩＩＨｌｌｌｌｌｌｌＨｌｌｌＩＨＨＨＨｌｌｌｌＨｌｌｌｌｌｌＨＩｌｌ

ｒ‘‾‘‾””’‾‘‾”′”‾‘‾′””‾‾”〝′．■．■′”

中
間
・
遠
賀
地
区
清
掃
協
議
会

従

業

員

を

募

集

④
職
種
と
募
集
人
員

・
運
転
手
　
若
干
名

・
作
業
員
　
若
干
名

㊥
給
与

・
運
転
手
　
十
六
万
円

・
作
業
員
　
十
三
万
五
千
円

賞
与
年
二
回
、
昇
給
年
一
回

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
面
接
目
を
通

知
し
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
こ
ろ
に

履
歴
書
一
通
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

㊥
問
合
せ
先
　
遠
賀
郡
芦
屋
町
粟
屋

㈲
協
和
清
掃
工
業
内

ヽ

ヽ

ｌ

’

ｌ

ｔ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

＿

ｌ

ｌ

＿

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

＿

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

．

1

ヽ

ヽ

ヽ

「
、

ｌ

2

　

月

　

の

心
配
ご
と
相
談

二
月
の
心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◇

日

時

　

2

月

6

・

1

6

・

2

7

日

一

時
間
は
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

税
金
還
付
の
申
請
は

2

月

1

6

日

以

前

か
ら
で
き
ま
す

申
告
所
得
税
の
確
定
申
告
は
十
二
月

．

ヽ

、

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

告
は
二
月
十
六
日
以
前
で
も
受
け
付
け

ま
す
。早

く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
付
も
そ

れ
だ
け
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。森

林
愛
護
運
動

ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

◇
図
柄
　
ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
は
自
由
、

特
に
森
林
愛
護
、
自
然
保
護
な
ど
の

思
想
▼
の
高
揚
を
強
調
し
た
も
の
。

（
な
お
、
図
案
中
に
は
一
切
文
字
を

挿
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）

◇
応
募
資
格
一
般
（
小
・
甲
・
高
等

学
校
児
童
生
徒
を
除
く
。
）

◇
提
出
期
限
　
5
1
年
1
月
末
日

◇
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
～
7
砂
防
会
館
　
国
土
緑
化
推
進

委
員
会

◇
用
紙
　
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
、

縦
5
1
㌢
思
い
横
3
6
㌢
㍍
、
縦
書
き
。

図
案
の
凄
面
に
応
募
者
の
住
所
、

Ｌ

．

1

’

＼
．
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
幡
農
林
事
務

納

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税
　
1
月
3
1
日

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

日一　曜　在　宅　医

1月25日　村　田　医　院　内・児科　頃末　691・0745

2月1日　永　松　医　院　耳鼻科　頃末　691・0386

8月　森　田　医　院　内・児科　樋口　691・0616

院　内・児科　下二　691・5820
1彗中村医
診療時間は9時～17時、原則として往診はしません。

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
、
1
軋

・

（

、

．

ヽ
▲
－

□

発

行

人

　

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

　

口

窮

集

　

水

巻

町

住

民

相

談

　

室

　

（

電

話

6

0

1

－

4

3

㌢

1

）

　

　

□

印

刷

　

冷

牟

田

軌

刷

合

資

会

社


